
れの臨時の、何ていうんですか、獣医師さんの

中継基地みたいな、そこは残してもらいたいと

かいろんなご要望がありますので、これは担当

課とお話をさせていただいて、納得のいく形で

いただければ有効に利用したいというふうに思

っているところであります。 

 以上です。 

○大沼 久議長 10番、渋谷佐輔議員。 

○１０番 渋谷佐輔議員 大変わかりやすいご答

弁いただいてありがとうございました。 

 やはりまた改良区との協議ということになり

ますが、お互いやはり厳しいからどこかに意見

の食い違いも出るかと思いますが、話せばわか

ると思いますので、ひとつその辺お互いに胸襟

を開いて対応していただきたいと。よろしくお

願いします。 

 質問を終わります。 

○大沼 久議長 ここで昼食のため暫時休憩いた

します。 

 再開は午後１時といたします。 

 

    午前１１時５７分 休憩 

    午後 １時００分 再開 

 

○大沼 久議長 休憩前に復し、午前に引き続き

市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

   内谷重治議員の質問 

 

 

○大沼 久議長 順位８番、議席番号２番、内谷

重治議員。 

  （２番内谷重治議員登壇） 

○２番 内谷重治議員 私の９月定例会における

一般質問は、長井市活力再生プランの確立につ

いての１点であります。 

 私は、活力再生という視点から、ことしの３

月定例会においては「財政再建５カ年計画後の

自立計画策定に向けて」と題し、総論として市

役所活力の再生、市民との協働による活力再生、

そして産業活力の再生について市長の見解をお

伺いいたしました。さきの６月定例会では、環

境からの活力再生といたしまして、第２次環境

基本計画の基本理念と観光振興との融合につい

て具体的な事例、提案を交えながら質問してき

たところであります。 

 このたびの９月定例会一般質問では、長井市

活力再生プランを確立するための課題と展望に

ついて、第４次長井市総合計画の関連や進捗状

況とともに市長の見解をお伺いしたいと考えて

おります。 

 市長並びに教育長、関係それぞれの課長、所

長におかれましては、明確な答弁をお願いする

ものであります。 

 さて、質問に入ります前に、市長とともに地

方自治における二元代表制のもう一つの車輪で

ある市議会のあり方について、この場をおかり

いたしまして私の考えを述べさせていただきた

いというふうに思います。 

 昨日、一般質問の冒頭で安部議員が触れられ

ましたが、先月８月１日、私を含めた７議員の

同志で新しい会派を結成いたしました。新会派

に参加した議員７名の思いは、さまざまな動機、

認識があったと思いますが、その共通とすると

ころは、安部議員からもありましたように、長

井市議会の機能正常化、議会活性化の２点に尽

きると思います。地方分権時代の地方自治体議

会の役割は何か。私ども市民の負託を受けた議

員一人一人が改めて原点に立ち返り、考え、行

動しなければならないと思います。 

 憲法及び地方自治法によって規定される我が

国の地方自治制度は、議事機関としての議会と

執行機関としての首長とをともに民意に基礎を

置く住民の代表機関、いわゆる二元代表制とし

て、それぞれ独立の立場において、相互に牽制
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し、均衡と調和を図るという見地に立っていま

す。 

 平成12年に施行された地方分権一括法により

地方公共団体の自己決定権は拡大しましたが、

その中で住民の代表である議会の果たすべき役

割は一層重要なものになっていると考えるのは

私だけではないと思います。この観点から見た

とき、さきの６月定例会はまさに緊張感の欠け

たなれ合い議会であると市民の皆様から酷評さ

れても、私たちには返す言葉がない状況であっ

たと思います。 

５月人事の影響からか、基本的には政策的に

共通認識を持つはずである保守系４会派が、会

派間の意思疎通を図るどころか、お互い疑心暗

鬼に陥り、当局提案の重要議案や市民からの請

願等に対し特に議論を深めることなしに、ちぐ

はぐな対応であったことに、２期目の若輩であ

る私でさえ議会人としての危機感を覚えました。

この根本的原因は、長井市議会の過半数を占め

る保守系議員が大同団結することができず、小

会派として分裂することにより、結果として大

多数の市民の負託を受けたはずの保守系議員の

責務を果たしていないのではないかと思います。 

 先月８月上旬に議会運営委員会の研修として、

全国市議会議長会において三位一体改革、地方

分権時代の市議会のあり方について勉強する機

会がありました。この研修において全国市議会

議長会の迎田次長からは、これからの市議会の

あり方について、団体意思の決定を行う議事機

関としての役割と執行機関の監視を行う監視機

関としての役割を有していること、そして、そ

の充実のため今後議会に期待される機能として

次の２点を指摘されました。 

 一つには、政策立案的機能です。地方公共団

体の自己決定権の拡大や民意の多様化に伴い、

団体意思の決定を行う前提として、議会の政策

立案的機能の充実が求められているのではない

かということであります。 

 二つには、監視機能です。地方分権の推進に

伴い地方公共団体の役割が拡大し、また、住民

への説明責任を果たすことがますます重要にな

っていることから、執行機関に対する監視機能

の一層の充実強化が必要ではないかということ

であります。 

 これらの機能を高めるにはどのような方策が

考えられるか。例えば幅広い人材の確保、外部

の先見的知見の活用、議員定数や報酬のあり方、

議会の組織・運営のあり方などについてどう考

えるか。私ども議会は真剣に議論していかなけ

ればならないと思います。 

 午前中の我妻議員の一般質問で、議会中に討

論、提案された検討事項について、当局はどう

対応するのかという質問がありました。これか

らの厳しい財政運営の限られた予算の中で、す

べての地域や各議員の要望にこたえることは事

実上不可能であると思います。優先順位を定め、

選択と集中という基準判断で予算執行をせざる

を得ないと思います。山形県議会で実施されて

いますように、予算編成後に明らかにしていく

よう当局に要望すべきと考えております。 

 その中で、議会中に議員から討論、提案され

たものについては、山形県議会で実施されてい

るように概要を明らかにすべきと考えておりま

す。まず第１に、予算に反映できるものは何か。

２、次に今後の検討事項として取り組んでいく

ものは何か。そして、どちらにも対応できない

ものは何か。それぞれの議員の質問、提案につ

いて明確な当局の対応をきちんと提出させるべ

きだというふうに思います。質問した議員個々

ではなく、保守系議員が一致団結し、革新クラ

ブとともに議会全体の総意として当局から質問

に対する対応表を提出させ、市民に対しての説

明責任を果たし、透明な行政運営を求めていく

べきであります。 

 一方で、市民から見た長井市議会の評価は、

一体何をしているのか、さっぱり見えないぞ、
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議会はどんな仕事を一体やっているのか、全く

不透明と聞こえてくるのは批判ばかりでありま

す。かつて私は、議会全体はどうであれ、議員

として自分はそれなりに議員活動をやっていれ

ばいい、そういうふうに思っておりましたが、

市民にとっては、一人の議員としての自分を選

んでくださっただけではなく、同時に議員とし

て活発な活動を行い議会を活性化させろという

負託も受けているものだと私は考えております。

今ほど保守系議員の動向が問われているときは

ないというふうに思います。 

 また、議員定数に対する市民の見方も厳しい

ものがあると思います。市の職員に対して行政

改革で半分にしなければならないと言いながら

も、議会や個々の議員はろくに働きもしないで、

なぜあんなに多くの議員が必要なのかというの

が大方の市民の見方だというふうに思います。

この９月には定数検討特別委員会が設置される

ことになると思いますが、どのような議論と検

討結果を出すのか、議会の真価がまさに問われ

るときであるというふうに考えます。 

 それでは、さきに通告しております順に従い

まして質問してまいります。 

 まず最初は、活力再生への課題をどうとらえ

るのかという視点から質問いたします。 

 まず最初に、市は財政計画を含め今後どのよ

うなビジョンを持って自治体運営をしていくの

かということでありますが、第１点は、地方分

権、三位一体改革が進められ、地方交付税等が

減額されつつある現状で╶─╴この「等」につい

ては、通告書で当選の「当」になっております

が、これは「等」に訂正をお願いしたいという

ふうに思います。市ではどのような財政計画を

立てているのかについてお伺いいたします。 

 この部分につきましては一番最初に質問され

た安部議員の質問と重複する部分があるため、

あえて、財政課長からの答弁ではなく、まちづ

くりビジョンの視点から市長または企画調整課

長の答弁をいただきたいというふうに考えてお

ります。 

 今後、国からの地方分権がなお一層推進され、

地方自治体の真価が問われる時代に入りつつあ

ると思いますが、三位一体改革により国から地

方への財源移譲が進められたとしても、自主財

源に乏しい長井市では、現在の普通地方交付税

を抜きにしては中長期における財政計画を展望

することも大変難しい現状だというふうに思い

ます。 

国内の景気も堅調で、踊り場を抜け出し回復

基調にあるとの観測が一般的になりつつありま

すが、実際に市内製造業の多くが繁忙期に入っ

ているというようなことも聞いておりますし、

新たな雇用も見込めるような状況になりつつあ

ります。 

 しかしながら、日本全体の人口減が現実のも

のとなり、長井市を含めた日本全体の活力が急

速に失われていこうとしております。人口減少、

少子高齢化に関しては後ほど別の視点で質問い

たしますが、長井市はなお一層の行政改革を進

め、小さな自治体・市役所にしていかなければ

ならないとともに、自主財源率を高め財政の構

造改革を進めていかなければならないと考えま

す。そのために長井市の活力をどう再生するか、

そして今後の財政計画を含めどのようなビジョ

ンを持って自治体運営をしていくのか、長井市

第４次総合計画の実施計画の進捗状況とともに

市長の見解をお伺いするものであります。 

 ２点といたしましては、新市町村合併特例法

に対し市自立計画ではどのように対応していく

かについてお伺いいたします。 

 長井市が旧市町村合併特例法による合併が不

可能となった時点で、蒲生光男議員を初めとし

てフォーラム21の会派に属する議員を中心に自

主自立計画策定の必要性が議論され、市として

も周辺市町村に先駆け、自立計画・行革主幹を

置きながら自立計画の策定に着手してきており
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ますが、先ごろ総務省では、自主的な市町村の

合併を推進するための基本的な指針が告示され、

新市町村合併支援プランの概要が明らかにされ

ました。特にこの新支援プランにつきましては、

地方財政上の支援策及びその拡充策並びに関係

省庁の連携による支援策が具体的に示されてお

ります。今後、県による市町村の合併の推進に

関する構想が示されてくることだと思いますが、

旧法でも指摘のあった人口１万人未満の町村に

対しての組み合わせが具体的になった場合、現

在の長井市だけの自立計画だけでなく、新法で

の合併も視野に入れておかなければならないと

考えます。 

 注目すべきは、合併せざるを得ない状況にな

った場合でもメリットは新支援プランを活用す

ることができるという点だと思います。いずれ

にしろ県の推進構想が明らかになってからの対

応になるかもしれませんが、新支援プランの具

体的活用方法を検討しておくべきと考えますが、

いかがでしょうか。市長にお伺いするものであ

ります。 

 次に、⑵の将来予測される人口減少にどう対

応していくかという点について質問してまいり

たいというふうに思います。 

 今、皆さんのお手元に資料が渡っているかと

思いますが、これもご参考いただきたいと思い

ます。 

 マスコミ等の報道でも明らかになったように、

日本の人口は来年度から減少に入ると予想され

ておりましたが、ことし６月の月間人口推計が

戦後初めて前月比３万人の減少という大変ショ

ッキングなニュースがありました。人口の急激

な減少は、単に経済的なものだけでなく、地域

社会の活力をも奪ってしまいます。 

 我が長井市でも人口減少に歯どめがかからず、

ことしの暮れには３万1,000人を切るおそれも

ありますし、５年後の平成22年には３万人台を

維持するのは非常に難しい状況であります。特

に市内出生者数は、全国どこでも同じように減

少の一途であります。このことから、児童セン

ターや小学校等への影響は大変なものがあると

いうふうに考えております。 

 現時点での一部推計での見込みもいたし方が

ないと思いますので、どのような影響とそれに

対する基本的な対応方針について、市長並びに

教育長、福祉事務所長にお伺いいたします。 

 次に、少子高齢化、中心市街地の空洞化によ

る地域コミュニティーへの影響と対策について

お伺いいたします。 

 長井市の今現在の高齢化率は約26％と推定さ

れますが、地域社会における高齢者のひとり暮

らしや高齢者だけの世帯数の割合は大変な勢い

で上昇していると思います。私の住んでいる今

泉上地区の例を挙げますと、この地区は典型的

な郊外型の農村混住地域に分類されると思いま

すが、アパートを除いた47戸のうち、17戸、約

36％がこの高齢者だけの世帯に当たります。65

歳以上の高齢者世帯といっても、人生80年、90

年の時代ですからまだまだお元気ですが、子供

が少なくなり逆ピラミッド型の社会では、地域

コミュニティーの円滑な形成が大変難しくなる

のではないかと思います。 

 また、本町通りにあるヨークベニマル長井店

が土地賃貸借契約の終了後に閉店するという話

が随分前からうわさされております。まだうわ

さの域での話で確定しているわけではないと思

いますが、もし閉店することとなれば、本町街

路事業に大きな影響を及ぼすことはもちろんの

こと、本町地域のコミュニティーにも大きな影

響を与えると思います。 

 問題なのは、今現在街路事業で進められてい

る本町中央まちづくり協議会が一部の地域だけ

にとどまってしまい、中央地区全体の中心市街

地をどう活性化するかと、そういったマスター

プランがないことを非常に私は危惧しておりま

す。市長にこの点についてどのように考えてい
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るかお伺いしたいというふうに思います。 

 この項の最後の質問になりますが、３番目の、

急がれる市民との協働、まちづくり基本条例等

の進捗状況について企画調整課長にお伺いいた

します。 

 市民との協働は、平成16年度からの第４次長

井市総合計画の根幹をなすものだと思っていま

すが、ことしの３月定例会においては、市民と

の協働による活力再生をという視点から、協働

の概念の定義や市民公益活動の基本方針、まち

づくり基本条例の策定手順等を伺いました。昨

年の６月定例会、同じく12月定例会でも、埼玉

県の志木市や大阪狭山市の事例を紹介しながら、

市民との協働のまちづくり、まちづくり基本条

例の策定を推進するよう質問したところであり

ます。市民との協働は地方分権時代のまちづく

りの柱となるものです。明快な答弁をお願いす

るものであります。 

 それでは、最後の質問になります。大きな２

番目の活力再生への施策の現状と今後の展望に

ついてお伺いいたします。 

 さきの項で質問いたしましたが、今後、長井

市の中長期の財政を展望した場合、財政の構造

改革を図ることは必須であります。自主財源比

率を上げることは、基本的には所得増による市

民・法人税を伸ばすこと、また、新たな設備投

資や住宅等の増大による固定資産税の収入増に

尽きるわけでありますが、加えて、雇用の創出

やビジネスチャンスを醸成することにより定住

人口や交流人口を増大させることにつながり、

長井市の産業活力を再生させ、結果として市財

政の活力再生につながるというふうに私は考え

ております。 

 現在における長井市の活力再生の柱となる産

業振興と雇用の創出施策について、最後に市長

にお伺いしたいというふうに思います。 

 以上をもちまして私の壇上からの質問を終わ

ります。ご清聴まことにありがとうございまし

た。（拍手） 

○大沼 久議長 ここで、答弁の都合上、資料の

要請がありましたのでお手元に配付させており

ますので、よろしくお願いをいたします。 

 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 内谷議員にお答えを申し上げま

す。 

 今後どのようなビジョンを持って自治体運営

をしていくかは、第４次の基本構想が基本では

ないかと思っております。地域に愛情を持ち、

愛着を持ち、誇りを持ち、市民の皆様と行政が

一緒になって地域のために何がやれるか、何を

やろうか、何かを残そうではないかというふう

に考えて一つ一つ行動していく、チャレンジを

していく、そして成果を上げていく。このよう

な動きが積み重なっていくことが地域づくりで

あり、楽しくておもしろいまちづくり、全国に

も開かれたまちづくりになると思います。市外

からも交流の動きがさらに促進されるように、

新たなアイデアが生まれるようなまちづくりで、

この地域に住んでいこう、暮らしていこうと実

感が持てるような未来を切り開いていく、こん

な思いで、第４次基本構想が将来像として「協

働・創造・未来の鼓動 実感“ながい”」とあ

らわしていると思います。 

 そして基本目標は、市民の皆様が能力を、持

てる力を発揮できるまち、２番目には、新しい

価値をつくり出す活力あるまち、３番目は、個

性が輝き合いながら支え合う安心して暮らせる

まち、そして４番目が、自然と調和した美しい

環境のまち、さらに５番目が、「長井の心」を

育む文教のまち、そして６番目に、快適で住み

よいまちという項目を上げ、それを具体化をし

ていこうというのが基本的なビジョンではない

かと思います。 

 この第４次基本計画を推進するには、一層こ

れまでのように行財政改革を進め、スリムな行

政、言葉で言えば小さな行政、そして市民の方
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がどんどん参加していただける行政、三位一体

の改革や地方分権にしっかりと対応できる行政、

そしてそれに対応するために、財政計画あるい

は自立計画、行政組織運営の健全化・効率化を

目指してまいりたいと思います。 

 現在、総務課や財政課、企画調整課を中心に、

自立計画・行革主幹を中心に自立計画を考えて

おりますが、まず中期財政計画。５カ年だと思

います。10年になるとなかなかやはり変動余地

が大きいということもありますから、５カ年の

財政計画。それから行財政改革大綱。そしてそ

れの実施計画。そして定員適正化計画。さらに、

これまで特に棚卸し等をやってまいりました。

どれを行政がやらなければいけないのか、市民

の皆さんにどこをやっていただけるのか、応援

していただけるのか、こういった計画を一体と

して私は自立計画だというふうに申し上げてお

りますが、その中でも財政計画では、これまで

の行財政改革の成果を財政面で検証しながら、

平成12年度から16年度までの主な歳入、主な歳

出、財政指標などの推移を総括した上で、一定

の推計条件のもとで平成18年度から22年度まで

の５カ年間の財政の見通しを試算してみたい。

この試算を踏まえ、財源不足に対応するため歳

入の確保をどうするか、歳出を、ご指摘のよう

に選択と集中、削減できるところは削減する、

そしてどうしてもやらなければいけない主要な

事業にはどう配分するかなどを検討してまいり

たいと思います。 

 この検討結果をさらに行革大綱や実施計画、

第４次基本計画に反映をさせていきたいと思い

ますが、ご質問の第４次基本計画の実施計画の

進捗については、これはやはり毎年ローリング

をしながら、約250の事務事業の選定や事業内

容と成果目標を設定し、特に成果目標を設定し

た場合に、市民の皆さんにご参加をいただきな

がらサービスをどう提供していくか、可能な限

り数値や具体的内容を明記していかなければい

けないと思っております。 

 また、活力の再生という点でも事業の進捗と

いう点でも、現在取り組んでおりますものづく

り伝承塾、特にロボットでは非常に活発に頑張

っていただいているわけでありますが、あるい

は西置賜製造業強化事業、桜回廊の事業、最上

川フットパス整備事業、道照寺平コミュニティ

ーセンターの建設、そして長井ダムの環境整備、

さらに、少し待っていただいている市道整備な

どにも取り組みながら、国や県と綿密な連絡を

とり合いながらさくら大橋を早く完成させて、

長井南バイパス事業、さらに22年までの長井ダ

ムの完成、さらに、これは大きな問題でありま

すが山形南部連絡道路。ちょっと高速道路問題

で今まで３年ほどストップをしてまいりました。

今回は、私は予算の陳情のときに特に道路問題

に力を入れ、県の広報委員もさせていただいて

おりますので会議でも積極的な発言をし、各課

長とも面識をとり、市長会でも道路局長と一問

一答をやり合いまして、さらにアポイントをと

って初めて道路局長と10分ほど面談をしてまい

りました。非常に、何ていうのか、豪放磊落で、

選挙に出てこられるのかなと思うぐらいの人で

ありましたが、「市長の言うことはよくわか

る」ということでありましたので、今後そうい

ったところを手がかりにしながらも、この山形

南部連絡道路等についてもこれまでのダムや水

のことだけではなくて力を入れていかなければ

いけないというふうに思っているところであり

ます。 

 今後も、限られた財源の枠で少しでもまちづ

くりに必要な事業を進めるとともに、市民の皆

様が地域づくりに参加ができるような、そうい

った条件を整備してぜひ参加していただけるよ

うにしていきたいと思っているところでありま

す。 

 各論につきましては、企画調整課長から申し

上げたいと思います。 
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 次に、山形県が市町村合併特例法において自

主的な市町村の合併に関する構想を今定めよう

としております。そのために現在、今後の市町

村の財政運営などのあり方などに関する調査を

今実施しておりまして、各市町村に調査や意見

を求めてきております。私も率直に申し上げて

おります。 

 長井市は、今後、行財政運営の方針を基本計

画、財政計画、行財政改革実施計画大綱と実施

計画、あるいは人材育成等に配慮して自立計画

を立てるんだと。しかし、県が言うように合併

の組み合わせ等についてはどうかというご質問

項目もありましたから、これは昨日安部議員に

もお答えを申し上げましたが、できればやはり

もうこういう時代ですから置賜は一つと、置賜

一円が一番いいのではないかと。24万6,000で

あります。しかし、そうは一挙にならないとす

れば、それにつながるような合併が望ましいと

いうふうに答えをさせていただいております。 

 そうしたヒアリングにおいて当市の考え方を

示しながら、内谷議員ご指摘のように新支援プ

ランは、これは余り特例債のようではないんで

すよね。これは庁舎等の建設とか、具体的に言

うと。あるいはコンピュータのようなシステム

の統合とか、比較的それに限定されるというよ

うな話でありますから、どの辺までこれがなる

のかということもしっかりと調べた上で、ある

いは聞いた上で、調査をした上で、どこにメリ

ットがあって、どうこっちがこれにのっていか

なければならないか等もしっかりと考えていき

たいというふうに思っているところであります。 

 今後の少子化についてでありますが、特に児

童センターにつきまして、これは民営化は私は

必要であると思っております。避けては通れな

い問題だと。ただ、ことしの４月からようやく

はなぞの保育園が社会福祉協議会に移管をされ

ましたから、次の段階でいえば清水保育園だと

思います。そして、順序よく一つずつやはり検

討していかなければこういう改革は難しい、な

かなか大変だというふうに思っております。 

 児童施設につきましては長年の歴史があるわ

けでありますから、地元の皆さんとも十分に話

し合うと。統廃合が必要か必要でないか、ある

いは別の機能を持たせてその地域でやれるのか、

検討すべきことは多々あると思いますし、通園

の時間等もありますし、どことどことを組み合

わせるか等もあると思います。地元の皆さんの

意向もよく聞きながら、やはりトータルプラン

をこちらである程度、選択肢を１・２・３ぐら

いは示してからでないと話し合いにならないと

思いますので、そういった検討を深めていきた

いと思っているところであります。 

 中心市街地の空洞化による地域コミュニティ

ーへの影響と対策についてであります。 

 本市において中心市街地活性化は基本的な課

題でありまして、中央地区の各商店街の皆様を

中心にしてさまざまな取り組みがなされてまい

ったと思います。桑島記念館を中心に本町の皆

さんもいろいろと頑張ってこられましたし、あ

るいは、近ごろは小桜館、あそこを中心に大町、

横町、十日町の皆さんも頑張っていらっしゃる。

いろんな皆様が取り組みをされているわけであ

りますが、特に、昨年の11月に本町、栄町地区

の皆さんや商業者の皆様により本町まちづくり

協議会が正式に設立され、まちづくり、商店街

の振興、街路の整備促進等の課題に取り組まれ

ております。今年度は三つの部会、景観部会、

都市基盤部会、地域振興の部会に組織され、市

からも協議会事務局に建設課、商工観光課、企

画調整課が入ってお手伝いをさせていただいて

おります。中心商店街は、単に商業機能だけで

はなくて、地域コミュニティーの場であり、子

育てやお年寄りに優しい機能、居住機能、観光

や各種のイベントの開催などいろんな機能が求

められていると思います。地元の皆さんの意見

をよく聞き、それをもとに一つ一つ整理しなが
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ら進めていきたいと思っているところでありま

す。 

 懸念されている問題については、まだ憶測の

段階を出ておりません。やはりそれは地域の皆

様の願いでぜひ残ってほしいということであれ

ば、ご支援をしなければいけない。商工会議所

の皆様とやはり意思疎通を密にして、しっかり

と対処してまいりたいと思います。 

 活力再生の柱となる産業再生につきましては、

ものづくりのまちの長井、これはやはり長井の

ブランドであります。ものづくり伝承塾を引き

続き推進をさせていただきたいと思っておりま

す。今、若手経営者や技術者による技術研究、

情報発信、これが非常に活発であります。特に

２足ロボットは、８月の全国競技大会「ロボワ

ン」でベスト８になりました。長井市の技術は

大したものだという評価が得られているところ

であります。この部面でもやはり基本的な基礎

的な中心的な部品をつくっていきたい、あるい

は応用として田の草を取るとか福祉用にどうか

とか、いろんな面で研究がなされているわけで

ありますし、それをぜひ市としても支援をして

いきたいと思います。 

 それから食品の面で、地場産品の映像プロモ

ーション事業等、これもＰＲを全国に発信して

いく。おいしいものが長井市には多いんだとい

うことを発信していくためにも必要であります

し、今取り組んでおりますので、これを少しし

っかりと成果のあるものにして、皆さんにもお

示しをしながらご協力をいただきたいと思って

いるところであります。 

 雇用情勢はご指摘のとおり改善の傾向にあり

ますし、山形県内でも改善は進んでいますが、

長井管内が一番低いんですね、0.7。本年度、

厚生労働省から地域雇用創造支援事業が創設さ

れましたので、早速、商工観光課にそれに手を

挙げてそれに取り組むようにというふうに指示

をいたしまして、雇用機会の少ない地域再生に

取り組む市町村対象でありますので、内容は、

創業や事業拡大による中核的・専門的人材の誘

致、求職者の訓練、講習、技術取得、あるいは

国内外への留学、能力開発、市外の有職者に対

するＵターン・Ｉターンに関する情報提供等で

ありますので、本事業に取り組むべく商工観光

課を中心に関係団体、関係課の担当者で雇用創

造事業構想案の策定を今急いでいるところであ

ります。 

 ちょっと長くなりましたが、以上お話を申し

上げまして、残余の質問につきましては担当課

長から申し上げます。 

○大沼 久議長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 議長の許可を得て資料をお配

りさせていただいていますので、参考にしてい

ただきたいなというふうに思います。 

 それでは、内谷議員のご質問にお答えをしま

す。 

 少子化は全国的な問題になっていますが、今

年度の置賜教育事務所管内の状況を見ても、66

ある小学校のうち児童数が100名以下の小学校

が28校程度あるようです。年々出生率が少なく

なっていますので、深刻な問題だなというふう

にとらえています。 

 ちなみに、長井市内の今年度の六つの小学校

を合わせた児童総数は1,784名、南北両中学校

の生徒総数は930名となっています。平成23年

度には、試算によりますと小学校児童総数が

1,619名で165名の減、中学校は850名で80名の

減になるようです。特に減少率の大きい学校は

伊佐沢小学校で、89名から58名。31名の減で減

少率が約35％になります。次に多いのが致芳小

で、219名から193名。26名の減。同じく長井北

中が432名から380名で、52名の減。両校とも学

級数で２学級減、児童生徒数が約12％の減少率

になります。長井北中は、平成23年度以降は致

芳小、西根小等の減少によって生徒数が350名

から380名、400名を割る規模の学校になります。
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長井南中は450名前後で推移するようです。長

井小は、平成23年度は今年度より74名減の815

名で、１学年５学級規模で学級数においては今

とほとんど変わりない状況です。西根、平野、

豊田の各小学校についても、各学年とも30名前

後の児童数で、各学年１学級規模の今の規模と

ほとんど変わりない学校規模になります。 

当面、特に問題になるのは伊佐沢小学校です。

資料を見ていただくとわかりますように、伊佐

沢小学校の年度別入学児童数は、18年度が13名、

19年度10名、20年度６名、21年度９名、22年度

17名、23年度３名となっているようで、このま

まの数字ですと平成21年度は２年・３年生が複

式学級になります。また、平成24年度の入学生

が５名以下であれば24年度は１・２年生も複式

学級になります。 

ちなみに、複式学級の基準というのは、１年

生を除いた場合、例えば２年、３年、連続する

２学年の総数が16名以下で複式になります。

１・２年生の場合は８名以下が複式学級になり

ますので、そういう現実的な状況についてはこ

としの１月の伊佐沢の将来を語る会でちょっと

話題になったところですが、教育委員会として

は今年度あたりから正式に保護者、地域の方に

対して、年度別の児童数の推移とか複式学級に

なった場合の学習とか集団生活の変化等につい

て説明をしていきたいというふうに考えていま

す。その上で、保護者、地域の方のご意見をお

聞きして、将来、伊佐沢小をどうするのか教育

委員会としての考えをまとめていきたいという

ふうに思っています。 

 以上です。 

○大沼 久議長 松木幸嗣企画調整課長。 

○松木幸嗣企画調整課長 内谷議員の質問にお答

え申し上げたいと思います。 

 ビジョンにつきましては先ほど市長の方から

ご説明ありましたので、私は運営なり基本計画

の進捗にかかわる部分だけ説明させていただき

たいと思います。 

 第４次基本構想につきましては、ご案内のと

おり「協働・創造・未来の鼓動」というような

ことで「実感“ながい”」を実現するというよ

うな形で進んでいます。この進捗を進める上で

非常に重要だなと思うのは、これまで長井市が

取り組んできた先導的な事例が重要かと思って

います。それは、長井工業高校の建設であった

りマイスターの育成協議会であったりものづく

り伝承塾であったりと、いわゆるものづくり施

策というのもやはり一つ基本になるかなと思い

ます。また、ご案内のとおり地域循環型農業を

目指していますレインボープラン、さらに、最

近売り出してきています最上川フットパスとい

うようなことが一つ参考になるのかと思います。 

 これらの施策をちょっと横断的に見ますと、

やはり協働であったり、民活であったり、的確

な継続をしてきたというような、その３要素が

見られる事業ではなかろうかなと思っています。

これからは、やはり民活と協働を継続して進め

ていく中で、いかに産業を担う人材であるとか

地域循環型農業を広く展開するとか、伝統的な

まちなみをつくっていくとか磨き上げていくと

かというのがやはり大変重要なところかなと思

っています。 

 特に、現在進めています最上川フットパスの

二次整備等々についてでありますが、現在、都

市再生整備計画ということで、内閣官房が所掌

する計画にありますまちづくり交付金を使った

整備について、市民の方、建設課、商工観光課、

あと当方の企画調整課という中でまちなみまち

なか研究会というようなのを組織させていただ

いて、必要な事業を調整させていただき、中心

部の計画づくりであったり申請の手続を進めて

いるところであります。 

 このようなことから、基本計画の実施計画に

ついても、現在進行を進めています実施計画と

歩調を一にしながら、行政が持っている人であ
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るとかノウハウであるとか、また予算であると

かといった、そういった資源をどう投入してい

くかということを検討しながら進捗を図ってい

きたいというふうに思っています。 

 ２番目のご質問で、急がれる市民の協働、ま

ちづくり基本条例等の進捗状況でございます。 

 ご案内のとおり、４次の基本構想、基本計画

の中で、市民と行政の協働のルールづくり、ま

ちづくりのルールをまちづくり基本条例として

制定しましょうというような目標を持っており

ます。 

 具体的な内容については、自治体の運営の基

本理念として市民の権利や義務、市役所の責務

を具体化するであったり、市民の行政運営の参

加の保障、情報の開示、行政評価のあり方、市

民の協働の推進のあり方などを一応は想定して

おります。 

現在の進捗でありますが、これまで先進自治

体の策定状況などを調査させていただきまして、

タイプ別に分類するであるとか、項目の洗い出

しをするであるとかをやってまいりました。近

日中には庁内でのプロジェクトというのを立ち

上げながら、市民との協働のあり方を具体的な

方策を検討していきたいというふうに思ってい

ますし、また、これからはやはり協働の中で非

常に強力なパートナーというのはいろいろあろ

うかと思います。地縁的な団体であったり地域

的な団体であったり、いろいろあるのかなと思

います。その一つとしてやはりＮＰＯ法人があ

るのだろうというふうに思っています。大変期

待したいところであります。市内には８団体、

西置賜で10団体ですか、長井置賜ＮＰＯネット

ワークというようなところがありますので、ぜ

ひそちらの方と働きかけて、これからの、市民

の方から見たといいますか、ＮＰＯの方から見

たといいますか、協働のあり方であるとか委託

のスタイルであるとか、行政の対応であるとか

というものを検討していただきたいというよう

なことを委託をしながら進めていきたいという

ふうに思っています。当然ながら、委託しっ放

しではなくて、私どもも双方向で意見を交換し

ながらやっていきたいなというふうに思ってい

るところであります。 

 また、さらに公募による委員の方を含めた懇

談会なりを行い、ある程度条例案がまとまった

段階で広く市民の方に意見を募るということも

行ってまいりたいというふうに思っているとこ

ろでございます。 

 なお、県の置賜総合支庁の方では、今ＮＰＯ

との協働の進め方ということをやはり研究して

おります。同じように協働のルールというのを

策定を検討をし始めました。ぜひこの辺の部分

も私どももその動向を注視させていただいて、

参考になる部分は参考にさせていただいて、双

方向で議論させていただいて条例案の策定を進

めていきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○大沼 久議長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 活力再生の柱となる産

業振興と雇用の創出についてお答え申し上げた

いと思います。 

 市長からも答弁ございましたとおり、ものづ

くりのまち長井というものをやはりブランド化

を目指して取り組んでまいりたいというのが基

本でございます。その柱といたしまして、もの

づくり伝承塾を中心といたしました２足歩行ロ

ボットの開発などとともに、地場産業振興セン

ターとともに西置賜製造業強化事業をより一層

推進してまいりたいと。この中では、山形大学

工学部と企業連携を促進して、市内の製品開発

力を高めたいというふうなことを考えていると

ころでございます。 

 また、雇用創出につきましては、先ほど市長

からありましたとおり、地域雇用創造支援事業

の本年度は人材派遣事業でありますバックアッ

プ事業について現在申請を行っております。そ
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の認可がおり次第、直ちに取り組んでまいりた

いというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○大沼 久議長 宇津木正紀福祉事務所長。 

○宇津木正紀福祉事務所長 私の方からは児童セ

ンターの推計ということで、対応については市

長の答弁のとおりでございますので、推計につ

いてお答え申し上げたいと思います。 

 14年度に一たん推計したものがございますが、

これと現在の実数との乖離があるということで、

実際、17年度ではもう14年度に推計したものよ

りも二クラス26人が多いということで、こうい

う現象が起きています。 

 これはどういうことかと私なりに解析してみ

たんですが、若い夫婦の方が中央地区などのア

パートで新婚生活を送りまして、その後お子さ

んが児童センターに入所する時期に実家に戻ら

れて、それを推計できなくて、実際推計よりも

多くなっているということが考えられるという

ことでありまして、そのような未知の予測でき

ない数値、要素ありますが、再度17年度に推計

を行った結果、22年度でありますが、全部で

315人、18クラスになるのではないかというこ

とで、現在の19クラス、352人よりも１クラス

減、37人減というふうなことで推計していると

ころでございます。 

 以上です。 

○大沼 久議長 ２番、内谷重治議員。 

○２番 内谷重治議員 大変丁寧に答弁いただき

ましてまことにありがとうございました。 

 基本計画といいますか、第４次総合計画に基

づいて着々と財政の展望やらあるいは産業振興

について充実した施策をとっているということ、

十分わかりました。ありがとうございます。 

 再質問五つか六つぐらい考えていたんですが、

時間がありませんので、２点ほど簡単にお伺い

したいというふうに思います。 

 まず第１点は、中心市街地の空洞化なんです

が、確かにヨークベニマル長井店についてはま

だ方針が定まっていないということだと思うん

ですけれども、市長おっしゃったように、本町

中央のまちづくり協議会、あるいは小桜館とい

うことで、大町、十日町、高野町あたり一生懸

命商店街がまちづくりに取り組んでいらっしゃ

いますけれども、どこかの時点でやはり中心市

街地全体のマスタープラン的なものをつくって

いかないと、お金をかけるだけがまちづくりで

はないと思うんですけれども、やはり国土交通

省やら総務省やらそういったところのいろんな

補助事業を受けられる可能性がありますので、

そういったことも検討をやはり早急にすべきじ

ゃないかということについて見解を１点と。 

 あともう１点、産業活力ということで、長井

はものづくりのまちだと。ものづくりに力を入

れるんだということは市長から何回もご答弁い

ただいています。よくわかるんですけれども、

さかのぼれば10年とか15年前ぐらいからになり

ますけれども、今の状況で企業誘致は非常に難

しいと思いますけれども、市内にある企業が逆

に市外に逃げていくというケースが結構あるん

ですね。特に最近では豊田地区にある企業が、

これは誘致企業です、工場を建てた後にすぐそ

ばに建てたうちが騒音とかそういった問題で大

変だということで、補償して出ていってもらう

ような事例が出てしまったんですね。これはや

はり行政の怠慢としか言えないんじゃないかと。

怠慢というよりも、土地利用計画がしっかりし

ていないということにやはり起因するものだと

思います。 

 やはり豊田地区についていえば、飯豊の工業

団地にほとんど工場をシフトしてしまったとい

うような２社ありますよね。何百人も向こうで

働いているわけです、本来は長井で働いていた

方が。そういったことで、やはり地域の経済に

及ぼす影響というのもいろいろあると思います

ので、その辺の施策を、なかなか見えない部分
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だと思いますが、市としても考えていただきた

いと思います。 

 この以上２点について市長の見解をお伺いし

ます。 

○大沼 久議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 おっしゃるとおり、全体的な長

井市のマスタープランというのがこれは必要に

なってくるだろうというふうに思います。そう

いったことも……、しかしすぐにということに

でなくて、まずやはり中央商店街なりいろんな

方がやったり、フットパスをやっていったり、

いろいろ委託をしたりとかということをやりな

がら、それを全体として中心商店街としてはこ

ういうメニューでやっているんだというような

ものをつくれるようにしたいと。まずとりあえ

ずは、やはりネットワーク等をつくらなければ

いけないなというふうに思っております。 

 工場等の問題はやはり非常に微妙な問題です

ので、そういうところはやはり行政も怠慢と言

われることのないようにきめ細かく対応しなけ

ればいけない。議員からもひとついろんな情報

を教えていただいて、対応できるところは対応

していきたいと思いますので、よろしく情報を

教えていただきながらご指導いただきたいと思

います。 

 以上です。 

○大沼 久議長 ２番、内谷重治議員。 

○２番 内谷重治議員 どうもありがとうござい

ました。以上で質問を終わります。 

○大沼 久議長 以上で一般質問は全部終了いた

しました。 

 

 

     散    会 

 

 

○大沼 久議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

     午後 ２時００分 散会 
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